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平
素
よ
り
、
鳥
取
大
学
医
学
部
の
活
動
に
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
医
学
部
は
一
九
四
五
年
に
設
立
さ
れ
た
米
子
医
学
専
門
学
校
を
前
身
と

し
、
一
九
四
八
年
に
米
子
医
科
大
学
、
一
九
四
九
年
に
鳥
取
大
学
医
学
部
と
な
り
、
今
日
ま

で
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
は
国
立
大
学
法
人
と
し
て
教
育
、
研
究
、
診
療
、
地
域

貢
献
活
動
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
二
〇
二
〇
年
に
創
立
七
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
二
〇
二
〇
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
大
流
行
の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
行
事

が
延
期
・
中
止
と
な
り
、
あ
ら
た
め
て
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
鳥
取
大
学
医
学
部
創
立

七
五
周
年
記
念
事
業
も
延
期
を
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
き
な
慶

事
で
あ
る
七
五
周
年
記
念
事
業
は
鳥
取
大
学
医
学
部
の
将
来
の
基
盤
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い

と
考
え
、
一
年
遅
れ
で
す
が
、
こ
の
度
医
学
部
、
附
属
病
院
、
同
窓
会
が
一
体
に
な
っ
て
、

今
後
の
鳥
取
大
学
医
学
部
の
発
展
に
資
す
る
記
念
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

創
立
七
五
周
年
記
念
事
業
を
行
う
に
あ
た
り
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
継
往
開
来
～
未
来
に
継

ぐ
～
」
と
定
め
、
先
人
の
事
業
を
受
け
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
な
が
ら
未
来
を
切
り
開
く
こ
と
を

大
き
な
柱
に
据
え
て
い
ま
す
。
記
念
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
影
響
を

受
け
た
教
育
、
学
生
生
活
を
少
し
で
も
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
老
朽
化
し
た
サ
ー
ク
ル
棟
の
改
修
を
本
学
事
業
と
協
力
し
て
行
う
こ
と
、
オ

ン
ラ
イ
ン
教
育
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
、
実
習
を
行
い
や
す
く
す
る
た
め
の
講
義
室
を

整
備
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
大
き
な
節
目
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

鳥
取
大
学
医
学
部
内
に
記
念
事
業
会
を
設
立
し
て
、
記
念
誌
の
発
行
、
記
念
式
典
、
記
念
講

演
会
の
開
催
計
画
を
立
案
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
記
念
事
業
全
体
を
計
画
通
り
行
う
た
め
、

皆
様
に
総
額
で
五
〇
〇
〇
万
円
ほ
ど
の
募
金
を
お
願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時
期
に
誠
に
恐
縮
で
は
あ
り
ま
す

が
、
鳥
取
大
学
医
学
部
の
将
来
に
係
わ
る
こ
れ
ら
一
連
の
事
業
の
重
要
性
に
対
し
ま
し
て
、

格
別
の
ご
理
解
を
賜
り
、
ご
寄
付
を
お
願
い
で
き
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。 

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

二
〇
二
一
年
四
月
吉
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学
医
学
部
同
窓
会
長 

  

魚
谷 

純 

 


